
 カエデ科
か

 カエデ属
ぞ く

 （落葉
ら く よ う

高木
こ う ぼ く

） 

学名
がくめい

：Acer palmatum 英名
えいめい

：(Japanese Maple) 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：手
て

のひら 状
じょう

(６～９)に深
ふか

く裂
さ

ける、先
さき

が細
ほそ

く長
なが

くとがる 

   ふちが小
ちい

さなギザギザ（細
さい

鋸歯
きょし

）、葉柄
ようへい

が長
なが

い、十字
じゅうじ

対生
たいせい

、落葉樹
らくようじゅ

 

・幹
みき

：樹皮
じゅひ

はなめらか 

・枝
えだ

：先
さき

が二
ふた

股
また

に枝
えだ

分
わ

かれしてのびる 

・冬
ふゆ

芽
め

：対生
たいせい

、三角形
さんかくけい

で先端
せんたん

は尖
とが

る、２枚
まい

の芽
が

鱗
りん

、仮
か

頂芽
ちょうが

は２個
こ

、側芽
そくが

とほぼ同形
どうけい

 

・紅葉
こうよう

する、草木
くさき

が黄
き

・赤
あか

色
いろ

に変
か

わることを「もみず」 → モミジ 

・タカオカエデ（イロハモミジ）より一回
ひとまわ

り大
おお

きいので、オオモミジ 

オオモミジ 

深い裂け目 
細くとがる 

長い葉柄 

冬 芽 

三角形の頂芽２個 

対生 

なめらかな樹皮 
見分けるポイント 


